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第 193 回
山口県医師会臨時代議員会

։ձએݴ
　໼野ٞ௕、定ࠁ、ྟ時代ٞһ会の։会をࠂげ、
加౻会௕のѫࡰをٻΊる。

։ձѫࡰ
Ճ౻会௕　代ٞһの先生方、本日はୈ 193 ճࢁ
口ݝ医ࢣ会ྟ時代ٞһ会に͝出੮いたͩき、あ
りがとう͟͝います。この 3年ؒ、৽ܕίロφ
ウイルスײછ症でਵ分、ۤしΊられた。ࠓ年 1
݄ 5日に 5
09� 人という৽ײنછ者を数え、病
চ࢖༻཰も �0� を௒えていたが、ࠓはམちணい
て、৽ײنછ者数も 100 人を切る日があったり、
あるいは入院している人もݝ内では 30人を切る
ような状態になってきている。たͩ、5݄ �日に
છ症の分ྨがײ �ྨ相当から 5ྨに移行するが、
Φϛクロンגはײછྗがڧい。໔Ӹྗがམちてい
る方のいる医療機関や高齢者施設に関しては、ク
ラスターの発生には஫意する必要がある。ࠓ、こ
こまでམちணいているのはूஂ໔Ӹྗができつつ
あるからであるが、日本全ࠃでΈると、少し増加
傾向にある。ݝ医ࢣ会として、৽ܕίロφウイル
スײછ症のたΊに医療機関が診療をͤ͟ࢭٳるを
得ないような状گにؕった時に、支援を行ったが、
この 3年ؒで �1݅になる。5ྨに移行すること

で、このۀࣄはྩ࿨ 4年౓でഇࢭする。
年�݄に会௕をഈ命してから、10か݄が経っࡢ　
た。ए手医ࢣ不଍に対して、時ؒ外救ٸをੵۃ的
にධՁしてもらうようにݝに要੥を続けている。
それから、医学部でのٛߨ、ྟ চݚम医のܴ׻会、
ަྲྀ会などで医ࢣ会に入るϝϦットをஸೡに説明
し、ଔޙ 5年ؒは医ࢣ会අを໔আすることになっ
ているので、医ࢣഛঈ੹೚保ݥや医ࢣ年ۚなどの
ར点をૌえている。ए手医ࢣの医ࢣ会加入に期଴
している。ࢁ口大学などで医学ڀݚをしているए
手医ࢣをサϙートしようということで、ڀݚॿ成
医科࣏をスタートさͤている。そのほか、自ۀࣄ
大学のଔۀ生はࢁ口ݝの஍Ҭ医療にݙߩしている
が、ΩϟϦアܗ成で不རになる。これを医ࢣ会と
してサϙートできるようにしている。஍Ҭ医療に
医がด院になった時、その஍Ҭۀしている։ݙߩ
での医療がҡ持できないので、ۀࣄঝܧのϚッ
νンάをࠓ年౓からスタートしている。もし、օ
さんのۙくでด院するがどうしようかという੠
や、ۈ຿医が։ۀしたいという੠があれば、医ࢣ
会はແྉでサϙートできるので、੠ֻけをしてい
たͩきたい。
がࢣで医ࠃが全ݝ口ࢁ、会としてはࢣ医ݝ口ࢁ　
してࢦを目ݝ൹のあるߕಇき、ݝもಇきやすい࠷

ͱɹ͖
　令和 5年 4月 20 日（木）
　　　 　　15：00 ～ 15：55
ͱ͜Ζ
　　山口県総合保健会館
　　　　　多目的ホール
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おり、代ٞһの先生方のアイσアとサϙートが必
要なので、ͥͻよろしくおئいしたい。

ਓһ఺ݺ
　໼野ٞ௕、出੮代ٞһの֬ೝをٻΊる。
ೝの্、代ٞһ定数֬、ہ຿ࣄ　 �0໊中、出੮
代ٞһは 45໊であり、定଍数をຬたしているこ
とをใࠂ。
　ٞ௕、定׺ୈ �5৚に基づく定଍数をຬたして
いることから会ٞの成ཱをࠂげる。

໊ࢯ࿥ॺ໊ٞһͷࣄٞ
　໼野ٞ௕、ٞࣄ࿥ॺ໊ٞһに࣍の �໊を໊ࢦ。
　　原ా　།成ʢࢢࠃؠʣ
　　小઒　ਗ਼ޗʢ٢　ೆʣ

ձ຿ใࠂ
೔ຊ医ࢣձ୅ٞһձͷใࠂʹ͍ͭͯ

ԭத෭会௕　本年 3݄ ��日ʢ日ʣに։࠵された
ୈ 153 ճ日本医ࢣ会ྟ時代ٞһ会についてใࠂ

する。
をड़ײとしてॴࡰॳに、দ本٢࿠�会௕がѫ࠷　
΂られた。トルίɾシϦアでىこった大஍਒に対
し、日本医ࢣ会では、".%" を通͡て支援を行
うとともに、会һより �
000 ສԁを௒えるد෇
をいたͩいたことにँײする。全ࠃの先生方に௚
઀৘ใを発৴するπールとして、ʮ日本医ࢣ会の
方਑ʯを、本年 �݄にୈ 1ใとしておૹりした。
؆ܿ明ྎな発৴を৺ֻける。ୈ �ใは、ʮ全世代
社会保障法Ҋにおけるʰかかりつけ医機能が発ش
される੍౓੔備ʱについてʯである。これは、஍
Ҭ医療を໘として支える医療が֬保されるよう、
医療機関が自主的に医療機能をใࠂし、ࠃຽが
適切な医療機関を自らબ୒できるよう分かりやす
くࣔすものであり、ʮかかりつけ医ʯとʮかかり
つけ医以外の医ࢣʯを۠ผするものでない。ୈ 3
ใは、ʮ医ࢣ会૊৫ڧ化に向けてʯである。現在、
ྟচݚम医を対象に行っている会අの減໔を、ྩ
࿨ 5年౓からは医学部ଔޙ 5年ؒまでԆ௕する。
全ࠃの医ࢣ会にも同༷のऔり૊Έをおئいしてい
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る。ୈ 4ใ、ୈ 5ใはʮ෺Ձ高ಅへの対応ʯで
ある。3݄ 1� 日に、加౻ް生労ಇ大ਉに、医療
機関ɾհ護ۀࣄॴ౳におけるޫ೤අ౳の෺Ձ高ಅ
に対する支援について、要๬ॻを手ަした。その
݁Ռ、3݄ ��日に、஍方૑生ྟ時ަ෇ۚの �
000
ԯԁの増ֹが決定した。そのਪ঑ۀࣄϝχϡーに
おいて、医療機関౳への支援が、ۀࣄ者支援のච
಄に挙げられている。
　�0�4 年౓は、診療ใुɾհ護ใुɾ障害෱ࢱ
サーϏス౳ใुのトϦϓルվ定が行われる。վ定
に向けて、֤छ৹ٞ会、ݕ౼会には日本医ࢣ会か
ら໾һがࢀըしており、しっかりと主ுしていく。
　5݄ �日に৽ܕίロφが 、છ症となるがײ5ྨ
りฦしていくと܁છ֦大の೾はײ以߱もߋ変ܕྨ
考えられ、当໘は医療機関のײછ対ࡦとίロφの
医療提供体੍をҡ持しつつ、さらに෯޿く患者を
डけ入れる体੍が必要である。
　医ࢣのಇき方については、医療機関ۈ຿ڥ؀ධ
Ձηンターのࢦ定法人として、ࡢ年 10 ݄から、
いわΏる特例ਫ४のऔ得を目ࢦす医療機関からの
ड৹ਃࠐをडけ෇けている。ಇき方վֵにおける
大きな՝題の一つであった॓日௚ڐ可のऔ得に
ついては、日本医ࢣ会がް生労ಇলに܁りฦしಇ
きかけを行った݁Ռ、ྩ࿨ 4年のڐ可औ得݅数
はྩ࿨ 3 年の໿ � ഒとなった。�0�4 年 4 ݄の
৽੍౓施行に向け、医療機関の医ࢣのಇき方վֵ
のऔり૊Έを支援していく。
　医療%9のਪਐについても、Φンラインࢿ格֬
ೝの原則ٛ຿化も౿まえ、本年 1݄にӡ༻։࢝
となったిࢠॲ方ᝦを発行するには、ࢴの৔合の
ԡҹの代わりとして、医ࢿࢣ格ূを༻いてిࢠॺ
໊することが必要になる、౳を説明された。
　ٞҊ৹ٞでは、ʮୈ 1߸ٞҊ　日本医ࢣ会定׺ɾ
ॾن定一部վਖ਼の݅ʯが্ఔされた。その内༰は、
常೚ཧࣄの定数を現在の 10 ໊から 14 ໊に変ߋ
するというものである。常೚ཧࣄ 4໊のใुは、
会内ҕһ会の8FC ։࠵によるཱྀඅの࡟減、日医
減౳、ॾ経࡟のΦンライン഑৴によるૹྉのࢽࡶ
අのݟ௚しにより、අ༻の೧出は可能であるとड़
΂られ、৹ٞの݁Ռ、૯代ٞһ数の 3分の �以
্のࢍ成により、原Ҋ通りঝೝされた。本年4݄
1日から施行される。

　続いて、全 19題の代ද࣭問の一部についてใ
。するࠂ
　ʮかかりつけ医機能ʯに関連する࣭問が 4題行
われた。
　ʮ全世代社会保障法Ҋにおける医療法のվਖ਼に
おいて、h 医療機能৘ใ提供੍౓ʱにʰかかりつ
け医機能ใࠂʱが৽たに加わり、ࠃ会においてٞ
࿦がなされている。これは、医療機関が自主的に
医療機能をใࠂし、ࠃຽが適切な医療機関を自ら
બ୒できるよう分かりやすくࣔすとともに、それ
を基に஍Ҭを໘として支える医療が֬保されるよ
う、必要に応͡て不଍している機能があれば、஍
Ҭでٞ࿦いたͩくものである。かかりつけ医機能
ใൣࠂғについて日本医ࢣ会の考えをしっかりと
主ுしていくʯとड़΂られた。
　ʮࡒ຿লはかかりつけ医のʰ法੍্明֬化 、hɦೝ
定౳の੍౓ 、ɦh 前ొ࿥ɾ医療৘ใొ࿥ʱを主ுࣄ
していたが、日本医ࢣ会は、h かかりつけ医機能
が発شされる੍౓੔備ʱにあたって、ᶃ現行のフ
Ϧーアクηスにおいて、かかりつけ医はあくまで
ຽがબͿものであること、ᶄ診療科ผやઐ໳性ࠃ
の؍点から、かかりつけ医をݻ定するのではなく、
患者はෳ数のかかりつけ医を持つこと、ᶅ必ずし
も一つの医療機関においてかかりつけ医機能のす
΂てを持たなければならないわけではないこと、
ᶆ診療科や病院ɾ診療ॴを問うものではないこと、
の主に̐点をڧく主ுし、その݁Ռ、法Ҋの内༰
は、h かかりつけ医ʱとʰかかりつけ医以外の医
ຽが๬んでいなࠃ、ʱを۠ผするものではなくࢣ
いʰ人಄෷い 、ɦh ొ࿥੍ 、ɦh ೝ定ʱϔのݒ೦は෷
১でき、h かかりつけ医੍౓ʱにはなっていないʯ
ことをڧௐされた。また、ʮフϦーアクηスʯʮ自
༝։੍ۀʯを྆方ともしっかりとकっていくとの
౓੍ݥຽօ保ࠃຽ医療のたΊにࠃ、੎をࣔされ࢟
をकりൈくと説明された。
　ʮ医療法施行ن則の中には、ٳ日໷ؒの対応、
�4時ؒ 3�5 日の対応が੝りࠐまれている。医ࢣ
のಇき方վֵでは、ۈ຿医の時ؒ外労ಇの年্ؒ
は原則ݶ 9�0 時ؒである。ۈ຿医の݈߁をकる
一方、։ۀ医の݈߁はどうでもよいのかʯという
関連࣭問があり、日医はʮࠓճのಇき方վֵの੍
౓設্ܭは、診療ॴの医ࢣ、特に 1人で։ۀし



ྩ࿨ 5年 �݄ 会ใࢣ医ݝ口ࢁ ୈ1954 ߸

3�1

ておられる先生は経Ӧ者というҐஔづけであり、
ಇき方վֵの対象外である。これは労ಇ基४法が
労ಇ者のΈをकるという؍点から࡞成されている
法཯であるたΊであるʯとճ౴された。
　また、ʮかかりつけ医機能のධՁが診療ใुの
定要݅に入ってくることも考えられる。日本ࢉ
医ࢣ会はこの �4時ؒ体੍のかかりつけ医機能の
発شをどう୲保していくのかʯという࣭問に対
し、ʮ現状の஍Ҭแׅ診療加ࢉ診療ྉにおいても
�4時ؒのԟ診体੍が要݅になっている。しかし、
通常の診療ॴではなかなか難しいという点におい
て、஍Ҭで໘で支えるたΊに、例えば中小の病院
と連携して �4時ؒの連携体੍をとる、ຢは৔合
によっては大病院や救ٸ病院と連携をとることも
ؚΊた໘での支えという意ຯであるʯとճ౴され
た。
　ʮࠓࡢ、Φンライン診療をקΊるようなテϨϏ
$.が出てきている。Φンライン診療をϝインに
するところはかかりつけ医機能を発شできるの
かʯという࣭問に対し、ʮίロφՒにおいてΦン
ライン診療に対するχーズが高まったが、ฏ時を
どのように考えていくかはૣٸにऔり૊まなけれ
ばならない。Φンライン診療は対໘診療をิ完す
るという本来の໾ׂを౿まえたものでなければな
らないʯとճ౴された。

　૊৫ڧ化に関する࣭問は �題行われた。
　ଔޙ 5年の減໔期ؒが終了するࡍに、全ࠃ的
に会һをܧ続してもらえるような੍౓্の方ࡦ
と、会һ異ಈの手続きのϖーパーϨス化ɾΦンラ
イン化の要๬があった。前者に対しては、会අ減
໔期ؒ中に、医ࢣ会活ಈの重要性に৮れる機会が
少なかったことなどがୀ会の一Ҽとのೝࣝをࣔさ
れ、そのたΊ、ࡢ年 10݄、౎ಓ෎ݝ医ࢣ会に対
し、ʮए手医ࢣの医ࢣ会ۀࣄへのཧղଅਐฒͼに
ଐ意ࣝのৢ成に向けたऔり૊Έの実施ʯをґཔؼ
し、実施ۀࣄへの支援ۚを༻意したことを঺հさ
れた。また、医学部ଔ̑ޙ年目までの会අ減໔期
ؒは、医ࢣ会内部から医ࢣ会活ಈを体験すること
によって、そのཧղをਂΊていたͩくたΊの大き
なνϟンスでもあるので、医ࢣ会が一ؙとなって
औり૊Έたいと説明された。またޙ者に関しては、

クラウド্に会һ৘ใシステムを構築し、会һ本
人がこのシステムϔロάインすることで、自਎の
ొ࿥৘ใの֬ೝや、現在はෳࣸࣜの༻ࢴで行って
いるॾ手続きを8FC ্で行えるܗを想定してお
られ、ྩ࿨ �年౓の実現化を目ࢦしたいとのこ
とであった。
　ʮ医学部学生であるスνϡーσントɾドクター
を४会һ %とすることʯという提Ҋに対しては、
大変大きな࿮૊Έに係る࿩であり、例えば、入会
した४会һにどういったサーϏスを提供するのか
など、さま͟まな意ݟが想定される。日本医ࢣ会
の医ࢣഛঈ੹೚保ݥは医ࢣであることが前提の੍
౓となっているたΊ、医学生向けഛঈ੹೚保ݥに
ついて、ผの੍౓として૑設する必要があるが、
Ռたして、৽たな੍౓としてӡ༻していくͩけの
χーズがあるのか、その保ݥྉをͩれがෛ୲する
のかなど、多くの՝題があるとして、৻重な࢟੎
をࣔされた。
　関連࣭問として、本ݝの加౻会௕が、ʮۈ຿医
にとって日本医ࢣ会まで加入するඅ༻はෛ୲が大
きい。ଞの学会と同༷に 1ສԁఔ౓で۠ࢢ܊医
会まで加入できࢣ会、日本医ࢣ医ݝ会、౎ಓ෎ࢣ
るような人を一ൠ会һ、ࠓまでの会һはਖ਼会һと
いうような੍౓にして、多くの医ࢣが医ࢣ会に加
入できるような੍౓をつくっていかなければなら
ないʯとड़΂た。日医は、ʮこの݅は �010 年に
すでに提Ҋいたͩいており、ղ決ࡦに対するऔり
૊Έが஗れていることは൱Ίない。ܧ続してऔり
૊Ή必要があり、その中でࠓの४会һということ
もݕ౼に加えていきたいʯとճ౴された。

　医療%9に関連する࣭問が 3題行われた。
　ʮ現在の݈߁保ূݥをϚイφンόーカード݈߁
保ূݥに移行して行く্で、そのརศ性、ޮ཰性
をࠃຽに説明していくٛ຿が੓෎にはある。σδ
タル化のਪਐは医療分野でも必ਢであるが、ࠃを
挙げてのऔり૊Έであれば、%9のಋ入ٴͼӡ༻
に関し、現৔へのܧ続的な支援とे分なิঈが必
要であるʯとの࣭問に対し、ʮh これまでのༀࡎ෰
༻ྺ౳をਖ਼֬かつ໢ཏ的に医ࢣ౳に説明する手ؒ
をলきつつ、աڈの݈߁ɾ医療σータに基づいた
より適切な医療をडけることができるʱことが患
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者にとって࠷大のϝϦットであり、医療機関側の
ϝϦットでもある。Ϛイφ保ূݥにしたことで現
৔のෛ୲が増えてしまわないよう、保ݥ者異ಈ時
のࢿ格৘ใొ࿥のタイムラάղফや、ࠃຽへの
カードϦーμー࢖༻方法のप஌పఈ、システム障
害やࡂ害発生時のӡ༻体੍の੔備などを、ࠃにڧ
くٻΊていくʯとճ౴された。また、ʮిࢠॲ方
ᝦにݶらず、医療%9をࡦࠃとしてਪਐするので
あれば、現৔のシステムಋ入やҡ持、それに伴い
必要となるηΩϡϦテΟ対ࡦにかかるඅ༻は、本
来、ࠃが全ֹෛ୲す΂きと主ுしている。日本医
する意向をදྗڠ会として、医療%9のਪਐにࢣ
明しているが、一方で、その౎౓ಋ入අがかかり、
ҡ持අが増えるようでは決してීٴしないという
ことも併ͤて主ுしているʯと説明された。
　また、ʮサイόーηΩϡϦテΟを୲当する人ࡐ
֬保やඅ༻ෛ୲は医療機関にとって大きな問題で
ある。サイόーܸ߈から医療機関をकるたΊ、੓
෎は࠷大ݶの対ࡦとे分なࡒ੓的支援をૣٸに行
う΂きʯとの࣭問に対しては、ʮ現状では、医療
機関がサイόーηΩϡϦテΟ対ࡦを行うたΊに
は、஌ࣝ、人ݯࡒ、ࡐが不଍しているので、ࠃか
らのࡒ੓支援は必要不可ܽである。日本医ࢣ会は、
本年݄̎にް生労ಇ大ਉに提出したిࢠॲ方ᝦิ
ॿۚに関する要๬ॻにおいても、医療%9ਪਐの
たΊには、同時に必要となるηΩϡϦテΟ対ࡦに
かかるඅ༻も、ࠃが全ֹෛ୲す΂きであると主ு
したʯとճ౴された。
　関連࣭問として、ʮ医療 %9、サイόーηΩϡ
ϦテΟ対ࡦは、医療機関には९कあるいは体੍
੔備という੹຿が՝ͤられているが、実施するに
はۀ者に入っていたͩく必要があり、ۀ者にも体
੍੔備やその੹຿をෛわͤていたͩきたいʯとい
う意ݟがあり、ʮ医療%9をਐΊるにあたっては、
してਐΊることになっていྗڠ界も一体的にۀ
る。日本医ࢣ会としても、ۀ界がしっかりと関わ
るようにٻΊていくʯとճ౴された。

に関する࣭問も行われڅ発医ༀ඼の安定供ޙ　
た。
　ʮこのままༀՁҾきԼげを続ける状گԼで安定
供څを੡ༀۀاにす΂てҕͶるのは困難と思わ

れ、ࠃが主ಋするܗでの供څ体੍が必要となるʯ
との意ݟに対し、ʮ現在、඼࣭؅ཧٴͼ安定供څ
に向けたऔり૊ΈがਐΊられているが、その内༰
や法ྩ९कの意ࣝは、ۀاによりࠩが大きく、଍
ฒΈをἧえた供څվળにはࢸっておらず、Ψό
φンスڧ化に関してはࠃのڧいࢦಋが必要であ
る。日本医ࢣ会としては、安定供څ問題はޙ発඼
界全体ۀ、もؚΊたۀاけでなく、先発඼ͩۀا
の問題とೝࣝしており、医ༀ඼の安定供څの֬保
が実現するようٴࠃͼ੡ༀஂ体に対してಇきかけ
をڧΊていくʯとճ౴された。
　ʮޙ発医ༀ඼の࢖༻をਐΊてきた݈保連などの
支෷側やࡒ຿লはࠓの状گについて何か言い༁を
しているかʯとの関連࣭問に対し、ʮࠓまで �0�
というޙ発඼࢖༻ׂ合の数஋目ඪͩけで、それ
に関する৴པ性や安全性に関する഑ྀがܽけてい
た。それをもってޙ発医ༀ඼の供څをしてきたࠃ
の੹຿は大きい。医ༀ඼の産ۀৼڵ՝にٞ߅して
いる。ް労লはh の੹೚であるࠃ とɦ言い切った。
日本医ࢣ会が主ுすることでࠃがೝࣝを৽たにし
ている。なお、ࡒ຿লなどはϊーίϝントであるʯ
とճ౴された。
については、hࡉৄ˞ 日医χϡースʱୈ 14��
߸をࢀরئいたい。

（߲ࣄࠂใ）ࣄٞ
ใࠂୈ 1߸ɹྩ࿨ �೥౓ݝޱࢁ医ࢣձܭۀࣄը
ͷ݅

தଜ෭会௕　ྩ࿨ 5年౓ࢁ口ݝ医ࢣ会ܭۀࣄը
についてใࠂする。
　$07*%�19 は、5݄ �日より �ྨ相当から 5ྨ
相当への移行がなされる。قઅ性のインフルΤン
βとほ΅同౳のகࢮ཰となったが、Ҿき続き࣏療
は必要である。ݝ医ࢣ会としてもن໛をॖ小しな
がら対応していく。
　医ࢣの高齢化が全ࠃ 1Ґとなっている状گվ
ળのたΊ、ए手医ࢣがݝ内でಇきやすくなるڥ؀
੔備に౒Ί、ઐ߈医ɾྟচݚम医のݝ内定ணをਐ
Ίる。日本医ࢣ会がଔޙ 5年までの医ࢣ会අを
໔আとしたが、ݝ医ࢣ会ɾࢢ܊医ࢣ会も同༷とし、
ઐ߈医ɾݚम医に医ࢣ会に入るϝϦットをૌえ、
医ࢣ会૊৫のڧ化をਤる。
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　医ۀঝۀࣄܧをさらに前ਐさͤる。
　かかりつけ医機能を有する医ࢣを増やすたΊの
。続するܧをۀࣄ
化し、医療ڧ支援をڀݚ口大学医学部などのࢁ　
のਐาにد༩する。
　がん教育、ېԎ教育、性教育などをਐΊていく。
　฼ࢠ保݈対ࡦなどを通͡て少ࢠ化対ࡦにد༩
し、ϫクνン઀छなど予๷保݈ۀࣄをਪਐする。
　+."5 やま͙ちのݚमと૷備౳のॆ実をਐΊ
る。
　医ࢣ会ཱ؃護学ߍの支援を行う。
　これらのۀࣄをࢢ܊医ࢣ会ɾ日本医ࢣ会と連携
してਪਐする。

ੜ֔ڭҭ
　ϓロフΣッシϣφルΦートϊϛーのཧ೦に基
づき、医ࢣの自己ݚᮎをଅਐするたΊに生涯教育
੍౓を活༻し、ݚम会౳を։࠵する。生涯ݚमη
ϛφーを年 4ճ։࠵し、ઐ໳医のೝ定ɾߋ৽に
必要なڞ通ߨ習の୯Ґをऔ得できるように支援す
る。また、�݄にはۈ຿医部会のྗڠを得た生涯
体験ۀの৬ࢣする。さらに医࠵मηϛφーを։ݚ
す人の支ࢦを目ࢣし、中高生やক来医࠵を։ۀࣄ
援を行う。ࢁ口ݝ医学会ࢽを例年通り発行する。
会һの医学ɾ医療に関するڀݚを支援するたΊに、
年౓より։ࠓॿ成੍ۚ౓をڀݚ会医学ࢣ医ݝ口ࢁ
。する࢝

医療ɾհޢอݥ
　ྩ࿨ 4年౓の診療ใुվ定཰は、全体でϚイ
φスであったが、医科はϓラス 0���� となった。
たͩし、ϓラスの内༁には؃護のॲ۰վળのたΊ
適༻のたΊの特例的な対応でݥ療の保࣏ͼ不妊ٴ
あり、ϦフΟルॲ方ᝦの活༻ଅਐ、小児のײછ๷
。ાஔがϚイφスとなったࢉに係る加ࡦ対ࢭ
　診療ใु੍౓については、Φンライン診療の߃
଎ٸ、格֬ೝのٛ຿化౳ࢿ的ಋ入やΦンラインٱ
にਐんでおり、これらの医療%9に向けての対ࡦ
が必要である。
　また、ϦフΟルॲ方の保ݥಋ入については、現
時点ではަ෇ׂ合が௿いが、中医ڠの実施状گ
ௐࠪの݁Ռにも஫目する必要がある。中ࠃ四ࠃϒ

ロックの医療保ݥに関するٞڠ会や診療ใुվ定
に伴う説明会の։࠵などを通͡て、վ定に関する
৘ใऩूや意ݟ提出を行い、会һに不རӹが生͡
ないように対応することが重要である。
౓վਖ਼が実施され、஍Ҭแ੍ݥ年౓はհ護保ࠓ　
ׅケアシステムのさらなるਐ化ɾਪਐやհ護人ࡐ
の֬保౳が目ඪとされている。੍౓վਖ਼のझࢫや
հ護ใु౳の医療機関に係わる点については޿く
会һへのप஌をਤる予定である。հ護保ݥར༻者
に必要なサーϏスが安定的ɾܧ続的に提供される
体੍੔備について、ࠃや日本医ࢣ会からの৘ใに
஫視する必要がある。
内のݝ　 �5歳以্の࿝年人口のׂ合は 35�0� と
増加しており、հ護実態を೺ѲするたΊに、ੵۃ
的に৘ใऩूと分ੳに౒Ί、ॊೈに対応ࡦをݕ౼
していく。
　在୐医療ٴͼ஍Ҭケア会ٞに関しては多৬छ連
携が必ਢであり、関連ஂ体との連携をڧ化してい
く。
　ೝ஌症対ࡦについては、ΦϨンδドクター੍౓
を活༻して、かかりつけ医とೝ஌症疾患医療ηン
ターとの連携をڧ化し、ݝຽの期଴に応えられる
੍౓となるようऔり૊んでいく。
　հ護保ݥに関連するݚम会౳は、8FC 併༻も
ؚΊて։࠵する。
　労ࡂ保ݥはඃࡂ労ಇ者に対するิঈであり、医
療保ݥとは異なる性格をもつ。労ࡂ保ݥ法も適ٓ
վਖ਼されてはいるが、݈߁保ݥに४ڌしたܗでӡ
༻されており、不備がݟられる。高齢社会の到来
により、現行੍౓のӡ༻্の不備や問題点をरい
্げ、੍౓վਖ਼に日医とともにऔり૊Ή必要があ
る。
　労ࡂ診療の৹ࠪは、Ҿき続き労ࡂ保ݥ診療ҕһ
に対応していたͩく予定であり、ݸผの問題に対
しては、労ࡂɾ自ഛ੹医療ҕһ会やࢢ܊労ࡂɾ自
ഛ੹保ݥ୲当ཧٞڠࣄ会で対応していく。ࢁ口労
ಇہとも連携し、労ࡂ保ݥ診療に関するཧղをਂ
ΊるたΊに、ݚम会を։࠵する。
　自ഛ੹医療の適ਖ਼化をਤるたΊ、ࢁ口ݝ医ࢣ会
労ࡂɾ自ഛ੹医療ҕһ会を։࠵し、トラϒルのࣄ
例数の減少に౒Ίている。しかし、ଛ保会社によ
る݈保࢖༻要ٻや支෷஗Ԇ౳のใࠂは一定数ある
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たΊ、ࢁ口ݝ自ಈं保ݥ医療連བྷٞڠ会を։࠵し、
トラϒルࣄ例についてٞڠし、ԁ׈なղ決を目ࢦ
す。また、中ࠃ四ࠃ医ࢣ会連合૯会においても、
会にٞڠ医療連བྷݥ有し、自ಈं保ڞと৘ใݝ֤
ະࢀ入のଛ保会社についてもٞڠを行っていく。

஍Ҭ医療
　�0�3 年には、౎ಓ෎ݝがୈ ࡦըをܭ医療࣍�
定し࢝Ίる。ܭըには、5疾病と、৽たに৽ײڵ
છ症をؚΊた 。ͼ在୐医療がؚまれるٴۀࣄ�
　஍Ҭ医療構想は、�0�5 年の医療提供体੍੔備
を目ඪにਐΊられ、֤構想۠Ҭ全体の医療ध要౳
を考ྀしたݕ౼がਐΉ。ௐ੔会ٞでは、ୈ ࣍�
医療ܭըࡦ定と併ͤ、�040 年の医療धڅをݟਾ
えたٞڠも࢝まる。
　医֬ࢣ保ࡦが実行されても、現৔の不଍ײはґ
વڧく、医ࢣのಇき方վֵがਐΊられる中で、時
ؒ外救ٸ医療へのӨڹがݒ೦される。時ؒ外ೋ࣍
救ٸ医療を୲う医ࢣの就労ܧ続を支援するよう、
Ҿき続きݝにಇきかける。
　医ࢣ不଍がਂࠁ化し、஍Ҭによっては救ٸ医療
体੍のू໿化がݕ౼される中、一࣍救ٸ医療現گ
ௐࠪや医ࢣのಇき方վֵ、小児救ٸ医療支援ۀࣄ
などさま͟まな対ࡦが行われている。ࡂ害医療体
੍も੔備され、࡯ܯ医の活ಈ支援や多数ࢮ体発生
時のݕ視ɾݕҊ合同܇࿅にࢀ加し、対応४備を行
う。
　஍Ҭแׅケアシステムの実現には、医療関係者
とともに、ࢢொ行੓やհ護関係者とのٞڠが必要
である。ίロφ対応を経験し、在୐医療実施機関
のॆ実やհ護ɾ෱ࢱɾ行੓機関との連携がૣ期に
対応する՝題と分かった。ࠓ年౓も֤஍Ҭのऔ૊
ऩूɾ৘ใ提供を行い、ࢢ܊医ࢣ会のऔり૊Έを
支援していく。また、৽たにかかりつけ医やՈ଒
による "$1 の相ஊจ化をਪਐし、本人のر๬に
基づく医療やケアを提供するたΊに "$1 のීٴ
。発に౒Ίるܒ
　有চ診療ॴは経Ӧがݫしくなり、全ࠃの施設は
大෯に減少しているが、਎ۙでさま͟まな໾ׂを
Ռたすことができる施設である。有চ診療ॴ部会
を中৺に全ࠃ有চ診療ॴ連བྷٞڠ会と連携し、有
চ診療ॴがかかりつけ医機能をे分に発شし、஍

Ҭ医療を୲えるように支援していく。

஍Ҭอ݈
　୯ಠ世ଳやڞಇき世ଳの増加などで、生活スタ
イルも変化するとともに、ڥ؀も変化している。
஍Ҭ保݈では、妊産්ɾೕ༮児保݈、学ߍ保݈、
成人ɾ高齢者保݈、産ۀ保݈の 4部໳について
増ਐ、疾病予߁݈。続して実施しているܧをۀࣄ
๷から医療へޮ཰のよい連携を構築していかなけ
ればならない。ྩ࿨ 4年 3݄に 3年以্の݈߁
ण命のԆ৳と॥ث؀病の年齢ࢮ๢཰の減少を目ࢦ
すʮࢁ口ݝ೴ଔ中ɾ৺ଁ病そのଞの॥ث؀病対ࡦ
ਪਐܭըʯがࡦ定され、そのଞにもऔり૊Έがਐ
Ίられている。ݝ医ࢣ会においても、行੓との連
携をີにしてそれͧれのޮۀࣄՌが一૚高まるよ
うにੵۃ的に関༩し、ॅຽが݈やかな生活をӦΉ
ことができるよう疾病発生の予๷に౒Ίていく。
　本ݝでは、޿Ҭ化して定期予๷઀छを実施して
いる。定期઀छ化されていないϫクνンの定期઀
छ化やແྉ化、Ωϟッνアッϓ઀छのたΊの৘ใ
提供や経ࡁ的ิॿにऔり૊んでいく。さらに、৽
ίロφウイルスのϫクνン઀छについても医療ܕ
関係ஂ体と連携してԁ׈な઀छ体੍の構築にऔり
૊Ήとともに、妊産 ɾ්ೕ༮児݈診ۀࣄにおいて、
産前ɾ産ޙサϙートۀࣄ、৽生児ௌ֮スクϦー
χンάࠪݕのެඅิॿ、妊්への༿ࢎ഑෇੍౓の
૑設、ೕ児݈診へのॿ成౳を要๬し、ࢠどものٮ
଴やい͡Ίに関するݚम会の։࠵や、฼ࢠ保݈ҕ
һ会において、多৬छ連携ڧ化にऔり૊Ή。
　少ࢠ高齢化や৘ใ化社会、৽ܕίロφウイルス
保݈に՝題が生͡ておߍછ症のྲྀ行により、学ײ
り、学ߍ医の໾ׂがますます重要になっている。
学ߍ医部会を中৺とした学ߍ医ݚम会や学ߍ医活
ಈه࿥手ாの活༻、஍Ҭの学ߍ保݈୲当者と৘ใ
保݈の向্ɾਪਐをਤるߍ有などを通͡て、学ڞ
とともに、学ߍ৺ଁݕ診システムのݕ౼や精౓向
্にも౒Ίる。また、ݚम会ٴͼ小児生活習慣病
予๷対ࡦへのॿ成を行う。
ण命のԆ৳のたΊ、特定݈診߁݈、ではݝ口ࢁ　
やがんݕ診のड診཰向্が重要であり、ݝ医ࢣ会
として、関係者とྗڠして、՝題౳のڞ有ٴͼ対
応ࡦ౳のݕ౼を行っている。また、݈߁教育テΩ
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ストの࡞成やېԎਪਐҕһ会の活ಈなども行って
おり、౶೘病対ࡦにもੵۃ的にऔり૊んでいる。
৽ܕίロφウイルスײછ症への対応についても、
৘ใ提供ɾࣄ前४備をप到に行うとともに、ࠃɾ
にਝ଎ɾ的֬な医療体੍の構築ڞொ行੓とࢢɾݝ
をਤる。また、ಈ෺༝来ײછ症の発生ಈ向も஫視
し、行੓とີな連携をऔりながら不ଌのࣄ態に備
える。
　定期݈߁診அにおいて、労ಇ者の্݈߁何らか
の問題や疾病を๊えるׂ合が্ঢしており、高齢
化がਐΉ中で、࣏療をडけながらࣄ࢓を続ける労
ಇ者が増加していることから、ۀࣄ৔における࣏
療と৬ۀ生活のཱ྆支援体੍ڧ化が必要とされて
いる。産ۀ医の関༩が重要であり、ࢁ口労ಇہ、
医会ۀ産ݝ口ࢁ、保݈૯合支援ηンターۀ口産ࢁ
と連携して、産ۀ医活ಈのॆ実や࣏療とࣄ࢓の྆
ཱ支援をਪਐするݚमを実施する。また、ίロφ
ՒのӨڹによりडߨ機会が減っている実຿ߨ習を
は͡Ίとする実஍ݚमについても、会һがडߨし
やすいڥ؀に౒Ίる。

ใɾ৘ใ޿
ใの྆方が重޿ใと対外޿会は対内ࢣ医ݝ口ࢁ　
要であるとೝࣝしている。会һに対しては医ࢣ会
ใやٸۓ৘ใ '"9 ૹ৴で֬実に提供し、ݝຽに
対してはϗームϖーδ্で医ࢣ会ใをެ։し、ݝ
ຽެ։࠲ߨやใಓ機関との࠙ஊ会を通͡て、݈߁
意ࣝのܒ発や有ӹな৘ใを発৴していく。さら
に、ʮϙケットテΟッシϡʯٴͼʮクϦアファイルʯ
を഑෇し、Ֆคඈࢄ予ଌのたΊの "* ϓロάラム
のڀݚも行っている。
　医ࢣ会の৘ใ部໳として、ిࢠ化やサイόー߈
ܸの対応ݚम会を։࠵する一方、ϝールϚΨδン
も৽たに発行していく。

医ࣄ๏੍
　ૌুをؚΊて医療ฆ૪は、多ֹのඅ༻と時ؒを
අやすͩけでなく、精ਆ的なෛ୲も大きい。医療
機関は患者に対してࡉ৺の஫意を෷い、े分な説
明を行い、合ཧ的൑அに基づく医療を提供するこ
とが重要である。ສが一、医療ނࣄがىこった৔
合には、ૣ期ղ決をਤるたΊに、医ࣄҊ݅ௐࠪઐ

໳ҕһ会、ސ問ห護ࢢ܊、࢜医ࢣ会、そして会һ
が一体となり対応する。日本医ࢣ会医ࢣഛঈ੹೚
保੍ݥ౓の活༻、また、予期ͤ͵ࢮ๢での医療ࣄ
ࢣ例については、医ࣄௐ੍ࠪ౓の対象となったނ
会は支援 13ஂ体の中֩として、֤ ஂ体と連携し、
院内ނࣄௐࠪの支援にあたる。医ࣄฆ૪関係とし
て、ࢠ࡭ʮ医療ނࣄをىこさないたΊにʢୈ 5൛ʣʯ
を੡࡞予定である。ฆ૪ॲཧ対ࡦとして、フルカ
όーิঈ体੍を目ࢦし、日医医ഛ੹保ݥに 100
ສԁ໔੹部分をิঈする保ݥと、施設ഛঈ保ݥを
合わͤてのܖ໿をଅਐしていく予定である。

ࢣ຿医ɾঁੑ医ۈ
　医ࢣの労ಇ時ؒ୹ॖや݈֬߁保は重要な՝題で
あり、医ࢣのಇき方վֵは必ਢのものである。৽
医ྟࢣচݚम੍౓や৽ઐ໳医੍౓により、特にए
手医ࢣが不଍することでա重労ಇや医ࢣの஍Ҭภ
在がݦ在化し、஍Ҭ医療は่յしかけている。஍
Ҭの特性に応͡た஍Ҭแׅケアシステムの構築が
必要であり、ۈ຿医にも重要な໾ׂが՝ͤられて
いる。医ࢣ不଍による医療่յを৯いࢭΊ、஍Ҭ
医療を֬保するたΊにۈ຿医対ࡦとしてのऔり૊
Έとして、医ࣄࢣ຿ิۀ࡞ॿ者のಋ入や医学生へ
のܒ発ۀࣄを実施している。また、৽たなઐ໳医
੍౓についてもྟচݚमのԁ׈なਪਐٴͼݚम医
のݝ内定ணに関するۀࣄも行われている。また、
内定ணをݝのࢣ医ۀ医科大学ଔ࣏年౓から自ࠓ
的にਤるたΊのऔり૊Έを実施する予定であۃੵ
る。
　ঁ性医ࢣのׂ合は増えているが、妊娠や出産に
より৬を཭れる人が多く、いわΏる.ࣈカーϒ
の傾向がある。ޙࠓもঁ性医ࢣは増加するたΊ、
育児支援やಇき方の多༷性のサϙートが必要であ
るとともに、ए手医ࢣの医ࢣ会活ಈへのࢀ加をଅ
す必要がある。また、ঁࢠ医学生に対して意ࣝৢ
成を行い、உࢠ医学生をؚΊてੵۃ的に活ಈを఻
えていく。உঁڞ同ࢀըに向けたۀࣄの実施を支
援する。உঁڞ同ࢀը部会では育児ʢࢠ育てʣ支
援、ۈ຿医ڥ؀問題、ঁࢠ医学生ΩϟϦアɾσβ
イン支援、஍Ҭ連携、޿ใ、հ護支援の �つのϫー
Ωンάάルーϓで活ಈを続ける。
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医ۀ
　ίロφのӨڹの有ແにかかわらず、ݝຽにྑ࣭
な医療を提供するऔり૊Έを行う。۩体的には、
医ۀ経Ӧの৘ใ提供、医ܧۀঝۀࣄ、医ࢣ会ཱ؃
護৬һཆ成ॴの支援、労຿؅ཧの重要性やಇき方
վֵ౳にऔり૊Ή。また、ݝが設ஔした、ࢁ口ݝ
医療ۈ຿ڥ؀վળ支援ηンターと連携して、֤医
療機関の৬৔ڥ؀੔備にऔり૊んでいく。特にࢁ
口ݝのҕୗۀࣄである医ܧۀঝۀࣄは、医療機関
をৡ౉する側とৡりडける側がར༻しやすく、ৡ
౉による医療体੍の途切れを๷͙ことを目的に、
ॊೈにڥ؀の変化に対応できるシステムの構築と
ӡӦを行う。

߸については本ࡉৄ˞ 3�0 ʙ 3�5 ทࢀর

ใࠂୈ �߸ɹྩ࿨ �೥౓ݝޱࢁ医ࢣձ༧ࢉͷ݅
౻Ҫཧࣄ　ྩ࿨ 5年౓ࢁ口ݝ医ࢣ会予ࢉについ
て説明する。
　ऩ入の部において、当期ऩ入の૯ֹは 1� ԯ
3
1�3 ສ 1 ઍԁ。支出の部において支出の૯ֹ
は、1�ԯ 3
04� ສ 5ઍԁとなり、当期ऩ支ֹࠩ
は ��ສ �ઍԁとなった。予ࢉ説明ॻによってそ
の内༰を説明する。

ऩೖの෦
　大科目ᶗの会අٴͼ入会ۚऩ入は �ԯ 5
104
ສ 1 ઍԁをࠐݟんでおり、前年౓に対して 5�4
ສ �ઍԁの減となっている。これは、会අऩ入、
入会ۚऩ入ともに、前年౓までのೲ入実੷౳をצ
Ҋして減ֹのࠐݟを্ܭしている。
　大科目ᶘのิॿۚ౳ऩ入については�ԯ �
�00
ສ � ઍԁで前年౓より、3ԯ 3
�3� ສ 9 ઍԁの
増をࠐݟんでいる。その主な内༁は、ҕୗඅऩ入
が、前年౓にൺ΂て 3ԯ 3
��4 ສ � ઍԁの増ֹ
となっている。これは、৽ܕίロφウイルスײછ
症自୐療ཆ者݈֬߁ೝ౳ۀ຿のݝからのҕୗඅに
ついて、�ԯ �
1�9 ສ � ઍԁを্ܭしたことに
よるものである。
　大科目ᶙのࡶऩ入は 3
40� ສ � ઍԁで、ほ΅
前年౓と同ֹをࠐݟんでいる。
　大科目ᶚの特定༬ۚऔ่ऩ入は �
410 ສ � ઍ

ԁとなっている。ࠓ年౓は、໾һୀ৬Ҿ当༬ۚの
औ่しऩ入を্ܭしていない。
　以্の݁Ռ、当期ऩ入合ܭは 1� ԯ 3
1�3 ສ
1 ઍԁとなっている。ࡢ年౓予ࢉとൺ΂て �ԯ
�
51� ສ 4ઍԁの増ֹͩが、これはݝからの৽ܕ
ίロφウイルスײછ症に係るҕୗྉऩ入の増ֹ分
3ԯ 3
��� ສԁが大きくӨڹしている。

ग़の෦ࢧ
　大科目ᶗの実施ۀࣄඅは、9ԯ 3
�54 ສԁ、対
前年ൺ 3ԯ �19 ສ 3ઍԁの増ֹとなっている。
　その内༁は、1�生涯教育は、1
�93 ສ 3 ઍԁ。
前年౓ൺ 1�0��ˋで、৽نに医学ڀݚॿ成ۚをܭ
্している。
　��医療ɾհ護保ݥは 1
��0 ສ 5 ઍԁ。前年౓
ൺ 9���ˋを্ܭしている。
　3� ஍Ҭ医療は 1
9�4 ສ � ઍԁ。前年౓ൺ
9��5ˋとほ΅同ֹを্ܭしている。
　4�஍Ҭ保݈は � ԯ 5�0 ສ � ઍԁ。前年౓ൺ
1�1�3ˋを্ܭしている。大෯な増ֹとなった主
なཧ༝は、成人ɾ高齢者保݈のײછ症対ࡦॾඅで、
৽ܕίロφウイルスײછ症自୐療ཆ者݈֬߁ೝ౳
຿ҕୗۀ �ԯ �
1�9 ສ � ઍԁを্ܭしたことに
よるものである。
�44
ใɾ৘ใは、1޿�5　 ສ � ઍԁ。前年౓ൺ
99��ˋを্ܭしている。
　�� 医 ࣄ 法 ੍ は �3� ສ � ઍ ԁ。 前 年 ౓ ൺ
109��ˋで、ࢠ࡭ʮ医療ނࣄをىこさないたΊにʯ
のୈ 5൛を࡞成予定である。
9�0
は、3ࢣ຿医ɾঁ性医ۈ��　 ສ 3ઍԁ。前年
౓ൺ 104�1ˋとほ΅同ֹを্ܭしている。自࣏医
科大学ଔۀ医ݝࢣ内定ணଅਐۀࣄを৽設してい
る。
　��医ۀは 1
�93 ສ �ઍԁ。前年౓ൺ 3�ˋをܭ
্している。減ֹの主なཧ༝は、医ۀ経Ӧ対ࡦで、
ίロφՒのٳ診౳支援をやΊたことによるもので
ある。
　大科目ᶘのそのଞۀࣄではࢁ口ݝ医ࢣ会労ಇ保
して্ܭの経අとしてۀࣄをऩӹۀࣄ຿૊合ࣄݥ
いる。また、ஂ体扱い生命保ٴݥͼάルーϓ保ݥ
にかかる経අも্ܭしている。
　大科目ᶙの法人ۀࣄは、�ԯ 5
915 ສ � ઍԁ。
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収入の部 支出の部         (単位:千円)

科　　　　　目 科　　　　　目

 Ⅰ　会費及び入会金収入 251,041  Ⅰ　実施事業 937,540

　 １　会費収入 239,041    １　生涯教育 16,933

　 ２　入会金収入 12,000    ２　医療・介護保険 12,805

 Ⅱ　補 助 金 等 収 入　 872,006    ３　地域医療 19,247

　 １　補助金収入 35,750    ４　地域保健 805,606

　 ２　委託費収入 830,856 　 ５　広報・情報 18,442

　 ３　負担金収入 5,000    ６　医事法制 6,367

　 ４　寄付金収入 400    ７　勤務医・女性医師 39,203

 Ⅲ　雑　　収　　入 34,082    ８　医　業 18,937

　 １　雑　収　入 34,082  Ⅱ　その他事業 418

 Ⅳ　特定預金取崩収入 74,102    １　収　益 418

　 １ 役員退職金引当預金取崩収入 0  Ⅲ　法人事業 259,157

　 ２ 職員退職給与引当預金取崩収入 501    １　組　織 37,732

　 ３ 財政調整積立金取崩収入 64,000    ２　管　理 221,425

　 ４ 会館運営協力金預金取崩収入 9,600      (1)  報　酬 15,130

   ５ 会館改修積立預金取崩収入 1 　　 (2)　給料手当 100,070

     (3)  福利厚生費 20,734

　   (4)　旅費交通費 16,000

　　 (5)　会議費 3,000

　 　(6)　需用費 19,000

　　 (7)　備品購入費 12,200

　   (8)  会館管理費 17,691

　   (9)　渉外費 3,000

　  (10)　公課並びに負担金 14,000

　  (11)　雑　費 600

 Ⅳ　借入金返済支出 9,600

   １　会館運営協力金返済支出 9,600

 Ⅴ　特定預金支出 23,750

   １  役員退職金引当預金支出 16,600

   ２　職員退職給与引当預金支出 7,150

   ３　財政調整積立預金支出 0

   ４　会館改修積立預金支出 0

当 期 収 入 合 計 （A) 1,231,231 当 期 支 出 合 計　（C) 1,230,465

前 期 繰 越 収 支 差 額 802,073 当 期 収 支 差 額　    （A)－（C) 766

収　入　合　計　（B) 2,033,304 次期繰越収支差額　（B)-（C) 802,839

令和５年度　山 口 県 医 師 会 予 算

( 令和５年４月１日から令和６年３月３１日まで )

予　算　額 予　算　額
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前年౓ൺ 91��� を্ܭしている。減ֹの主なཧ
༝は、؅ཧඅのใुのうち、໾һୀ৬ۚを্ܭし
ていないことなどによるものである。
　大科目ᶚのआ入ۚฦࡁ支出は、会ؗӡӦۚྗڠ
ฦࡁ支出として、9�0 ສԁを্ܭしている。本
年 4݄ 1日で �0歳をܴえられたୈ一߸会һฒͼ
にୀ会会һに対して、ڌ出ۚをฦࡁするものであ
る。
　大科目ᶛの特定༬ۚ支出は、�
3�5 ສԁを্ܭ
している。これは、໾һୀ৬ۚҾ当ɾ৬һୀ৬څ
༩Ҿ当のたΊの༬ۚ支出である。
　以্の݁Ռ、当期支出合ܭは 1�ԯ 3
04� ສ 5
ઍԁ。前年౓にൺ΂ �ԯ �
451 ສ � ઍԁの増と
なっているが、これは、主に৽ܕίロφウイルス
のҕୗۀࣄ຿ҕୗۀೝ౳֬߁છ症自୐療ཆ者݈ײ
අ増ֹによるものである。
　以্で予ࢉ関連ٞҊの説明を終わる。

ดձѫࡰ
Ճ౻会௕　օ༷、৻重な͝৹ٞをいたͩきまして
ありがとう͟͝います。ྩ࿨ 5年౓もやれるこ
とはੵۃ的にやっていきたいと思っているので、
代ٞһの先生方の͝支援をよろしくおئいした
い。本日はありがとう͟͝いました。

޿ 報 ҕ һɹ٢ ઒ ޭ 一

　ྩ࿨ 5年 4݄ �0日、ࢁ口ݝ૯合保݈会ؗの多
目的ϗールにて։࠵されたୈ 193 ճࢁ口ݝ医ࢣ
会ྟ時代ٞһ会を๣ௌした。ちΐうど 3年前の
ྩ࿨ �年 5݄に๣ௌしたときはίロφՒでઓ々
で全代ٞһޙ態એ言がղআされた௚ࣄٸۓ、々ڪ
のうち൒数以্はॻ໘にてٞ決ݖを行࢖すると
いうաڈにないܗでの։࠵であった思い出があ
るが、ࠓճは৽ܕίロφウイルスもようやくୈ 5
ྨに移行するݟ通しとなり、全代ٞһࢀ加の通常
である。たͩし、まͩϚスクண༻཰࠵での։ࣜܗ
は高く 100�のようである。

会会௕就೚10か݄となった加౻ஐӫ�会ࢣ医ݝ　
௕のѫࡰで会は࢝まった。この 3年ؒ໠Җを;
るった৽ܕίロφウイルスײછ症もようやく 5
ྨ移行ࠐݟΈとなり、これまで�1݅のར༻があっ
たݝ医ࢣ会ಠ自のʮࢁ口ݝ医ࢣ会ۀٳ一時੍ۚ

౓ʯもྩ࿨ 4年౓຤でۀࣄ終了となるが、ײછ
೩にはҾき続き஫意が必要であること、ए手医࠶
ۀ会入会のଅਐ、医ࢣ成支援、医ܗのΩϟϦアࢣ
ঝܧに関する支援などのݝ医ࢣ会の重点的なऔ
り૊Έにつきड़΂られた。

　続いて໼野஧生�ٞ௕のԼ、代ٞһ定数 �0໊の
うち出੮代ٞһ 45໊と定଍数がຬたされている
ことが֬ೝされたのち、ٞࣄに移った。

　まず、会຿ใࠂとしてԭ中๕඙�෭会௕より、
ୈ 153 ճ日本医ࢣ会ྟ時代ٞһ会のใࠂがなさ
れた。࢝Ίにদ本٢࿠�日本医ࢣ会会௕ѫࡰのൈ
ਮが఻えられた。トルίɾシϦア大஍਒にࡍして
".%"をհして支援を行ったが、会һより �
000
ສԁを௒えるد෇があったことへのँײに࢝ま
り、৽たな৘ใ発৴πールʮ日本医ࢣ会の方਑ʯ
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について、かかりつけ医、෺Ձ高ಅ、トϦϓルվ
定、৽ܕίロφウイルスײછ症などへの対応、医
についײのಇき方վֵなどに対する会௕のॴࢣ
てใࠂされた。
　続いて、かかりつけ医੍౓、医療%9ਪਐ、医
問題などに対څ発医ༀ඼安定供ޙ、化ڧ会૊৫ࢣ
する࣭ٙ応౴についてৄしくใࠂされた。

。に移った߲ࣄࠂใ、ࣄにٞ࣍　
　ใࠂୈ 1߸として、中ଜ　༸�෭会௕よりྩ࿨
5年౓ࢁ口ݝ医ࢣ会ܭۀࣄըについてのใࠂが行
われた。
　ϫクνンのޮՌもあって৽ܕίロφウイルス
のகࢮ཰もقઅ性インフルΤンβと同౳となり、
છ症法のऔり扱いもײ 5ྨへ移行されるが、ݝ
医ࢣ会としても必要なίロφ対ࡦはن໛をॖ小
しながらもܧ続していくこと、ࢁ口ݝの医ࢣの高
齢化ʢฏۉ年齢 53�3 歳ɿྩ࿨ �年、全ࠃୈ一Ґʣ
問題の原Ҽはए手医ࢣ不଍によるものであり、ݝ
内定ணを目ࢦしたڥ؀੔備などの対応ࡦ、஍Ҭ医
療をकるたΊの医ۀঝۀࣄܧへのऔり૊Έなど
の重点߲ࣄがまずड़΂られた。
　続いてݝ医ࢣ会ܭۀࣄըの �本の柱ʢ1� 生涯
教育、�� 医療ɾհ護保3、ݥ� ஍Ҭ医療、4� ஍Ҭ
保݈、5� ��、ใɾ৘ใ޿ 医ࣄ法੍、�� ຿医ɾۈ
ঁ性医ࢣ、�� 医ۀʣについてそれͧれࡉかく説
明がなされた。ৄࡉはใࣄهࠂをࢀরいたͩきた
いが、ݸ人的にҹ象に࢒ったࣄฑとしては、ࢁ口

౎とൺژもएい౦࠷。高齢化問題であるࢣの医ݝ
΂ると �年ࠩである。私もかなり歳をとり、く
たͼれてきたように思っていたが、それでもまͩ
ฏۉ年齢以Լである。まͩંりฦしにも到達して
おらず当分ؤுらͶばならないのかɾɾɾए手育
成の重要性をվΊて実ײし、ݝ医ࢣ会のऔり૊Έ
についてඍྗながらͤྗڠͶばと͡ײた。

　Ҿき続き、ใࠂୈ �߸として、౻ҪҮӳ�ཧࣄ
よりྩ࿨ 5年౓ࢁ口ݝ医ࢣ会予ࢉについてのใ
ܭが行われた。当期ऩ入合ࠂ 1
�31
�31 ઍԁ、
当期支出合ܭ 1
�30
4�5 ઍԁでともに増、ऩ支
ࠩはϓラス ��� ઍԁ。ऩ入増の主な要Ҽは৽ܕ
ίロφウイルスײછ症自୐療ཆ者݈֬߁ೝ౳ۀ
຿ҕୗඅऩ入である。一方で会අɾ入会ۚऩ入は、
私がྩ࿨ �年 5݄に๣ௌしたときと同͡く、ࠓ
ճも減である。ここでも医ࢣ高齢化問題、ए手育
成の重要性を௧ײした。支出についても৽ܕίロ
φウイルスҕୗඅ関連にಈきはあったが֓Ͷ例
年通りであろうか。ࢁ口ݝ医ࢣ会ܭۀࣄըでもड़
΂られたݝ内定ணを目ࢦしたڥ؀੔備に関連す
る支出として৽設されたʮ自࣏医科大学ଔۀ医ࢣ
。ʯが目をҾいたۀࣄ内定ணଅਐݝ

側૒方とࣄɾ؂ࣄの࣭ٙ応౴は代ٞһ、ཧޙ࠷　
も特になく、加౻会௕のด会ѫࡰで 1時ؒऑで
ແࣄにด会となった。

自動車保険・火災保険・積立保険・交通事故傷害

保険・医師賠償責任保険・所得補償保険・傷害保険ほか

ଛ ֐ อ ݥ δ ϟ ύ ϯ ג ࣜ ձ ࣾ��୅ཧళ
ڞ ӫ Ր ࡂ ւ ্ อ ݥ ג ࣜ ձ ࣾ��୅ཧళ


